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序
藤
村
全
集
（
筑
摩
書
房
昭
・
９
昭
・
５
。
以
下
全
集
と
記
す
）
の
作
品
年
表
の
誤
り
は
、
そ
の
後
作
成
さ
れ
た
年
譜
や
研
究
に
基
本
的
に
踏
襲
さ
れ
て
き
た
（
１
）。
流
布
し
て
い
る
年
譜
が
全
集
に
拠
り
、
作
品
に
つ
い
て
現
物
に
よ
る
初
出
の
確
認
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
雑
誌
の
散
逸
に
よ
っ
て
初
出
確
認
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
池
健
男
ル
ウ
ソ
オ
の
懺
悔
中
に
見
出
し
た
る
自
己
（
島
崎
藤
村
研
究
昭
・
３
）
等
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
論
者
は
藤
村
全
集
感
想
集
、
童
話
集
の
初
出
（
島
崎
藤
村
研
究
平
・
９
）
に
お
い
て
、
一
三
点
の
初
出
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
関
わ
る
誤
り
を
指
摘
し
た
。
本
稿
で
は
さ
ら
に
、
初
出
を
一
三
点
追
加
し
、
主
に
初
出
発
表
の
年
月
や
題
に
関
わ
る
訂
正
箇
所
を
報
告
す
る
。
全
集
に
は
不
備
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
不
備
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
全
集
は
島
崎
藤
村
が
つ
く
っ
た
単
行
本
を
そ
の
ま
ま
収
録
し
て
、
単
行
本
に
収
め
ら
れ
た
文
章
の
初
出
調
査
を
丁
寧
に
行
わ
な
か
っ
た
、
と
ま
ず
は
い
え
よ
う
が
、
そ
れ
だ
け
が
理
由
で
は
な
い
。
藤
村
の
文
章
は
初
出
確
認
が
困
難
な
の
で
あ
る
。
初
出
調
査
を
す
る
と
、
近
い
時
期
に
複
数
の
新
聞
雑
誌
に
別
の
題
名
で
再
掲
（
２
）さ
れ
る
こ
と
が
多
い
等
と
い
う
書
誌
的
問
題
点
が
浮
か
び
上
が
る
。
全
集
の
作
品
年
表
に
な
い
文
章
を
発
掘
し
て
も
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
初
出
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
初
出
確
認
が
困
難
な
の
か
、
な
ぜ
再
掲
が
多
い
の
か
と
い
う
書
誌
的
問
題
点
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
藤
村
の
文
章
の
作
り
方
や
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
扱
わ
れ
方
、
さ
ら
に
当
時
の
出
版
事
情
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
ま
ず
、
全
集
の
訂
正
と
初
出
の
追
加
を
、
作
品
年
表
の
形
で
掲
げ
、
そ
れ
か
ら
書
誌
的
問
題
点
を
考
察
す
る
。
一
、
作
品
年
表
全
集
の
記
載
の
訂
正
に
は
を
付
け
、
そ
の
後
に
訂
正
箇
所
を
記
す
。
初
出
の
判
明
し
た
も
の
に
は
を
付
け
る
。
単
行
本
名
と
書
中
の
題
名
を
ゴ
─ ─
藤
村
全
集
の
訂
正
と
書
誌
的
問
題
点
永
渕
朋
枝
シ
ッ
ク
体
で
記
す
。
初
出
誌
掲
載
の
原
題
と
単
行
本
中
の
題
と
が
異
な
る
場
合
は
、
単
行
本
名
の
後
に
書
中
の
題
名
を
記
す
。
特
集
等
の
題
は
で
表
す
。
初
出
に
単
行
本
収
録
文
以
外
の
文
が
あ
る
も
の
に
、
そ
れ
が
段
落
で
あ
る
場
合
は
段
を
付
す
。
漢
数
字
は
全
集
の
巻
数
を
示
す
。
解
題
は
全
集
解
題
に
初
出
の
あ
き
ら
か
な
も
の
と
挙
げ
ら
れ
た
一
覧
、
年
表
は
全
集
別
巻
作
品
年
表
を
指
す
。
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
を
付
す
（
３
）。
発
表
年
月
日
掲
載
誌
題
名
全
集
掲
載
巻
明
４
太
平
洋
西
花
余
香
欄
書
簡（４
）
題
小
諸
だ
よ
り
。
六
ｐ
よ
り
長
い
前
書
き
あ
り
六
、
別
明
明
星
小
諸
よ
り
書
簡
題
消
息
（
西
花
余
香
）
欄
六
、
別
明
３
太
田
水
穂
・
島
木
赤
彦
山
上
湖
上
山
上
（
水
穂
の
山
上
篇
の
序
）
炉
辺
雑
興
（
太
陽
明
・
６
・
）
と
同
文
と
あ
る
が
、
前
書
き
あ
り
一
明
７
１
新
小
説
雪
満
山
（
御
曾
遊
の
避
暑
地
等
へ
の
回
答
）
題
曾
遊
の
避
暑
地
へ
の
回
答
六
明
７
山
浦
瑞
洲（
隆
治
）編
浅
間
登
山
の
友
序
六
月
執
筆
と
の
み
あ
る
（
５
）。
別
明
１
１
趣
味
附
録
愛
読
せ
る
外
国
の
小
説
戯
曲
本
文
の
明
は
誤
り
と
年
表
に
あ
り
六
明
３
東
京
日
日
新
聞
事
業
と
人
３
・
六
明
５
１
秀
才
文
壇
ル
ウ
ソ
オ
の
懺
悔
中
に
見
出
し
た
る
自
己
新
片
町
よ
り
１
明
・
３六
明
７
１
中
央
公
論
附
録
姉
の
妹
の
発
売
禁
止
に
対
す
る
諸
名
家
の
意
見
新
片
町
よ
り
発
売
禁
止
。
六
月
号
掲
載
小
栗
風
葉
姉
の
妹
に
よ
る
発
売
禁
止
題
発
売
禁
止
六
明
８
１
趣
味
河
岸
の
家
藤
村
集
２
解
題
で
は
題
が
奉
公
人
三
明
８
１
新
小
説
招
涼
珠
（
少
年
時
代
の
御
回
想
等
へ
の
回
答
）
題
銷
夏
招
涼
の
珠
へ
の
回
答
。
年
表
で
は
明
・
９
六
明
８
女
子
文
壇
奉
公
人
藤
村
集
解
題
で
は
題
が
河
岸
の
家
三
明
８
文
章
世
界
予
の
二
十
歳
前
後
明
治
学
院
の
学
窓
新
片
町
よ
り
年
表
で
は
女
子
文
壇
六
明
９
１
中
央
公
論
森
外
論
聯
想
と
回
顧
題
。
拾
遺
で
は
８
月
六
─ ─
明
１
早
稲
田
文
学
藤
村
氏
よ
り
書
簡
の
掲
載
年
表
の
題
消
息
十
七
明
１
歌
舞
伎
自
由
劇
場
に
就
て
（
談
話
。
吉
山
旭
光
記
）
後
の
新
片
町
自
由
劇
場
の
新
し
い
試
み
（
一
）
試
演
前
題
。
一
二
一
号
で
は
な
く
、
一
一
二
号
六
明
５
読
売
新
聞
東
京
の
印
象
（
四
十
二
）
都
会
の
情
調
連
載
題
な
し
六
明
７
１
創
作
北
村
透
谷
君
明
・
７
六
明
８
１
中
央
公
論
凉
十
題
夏
の
夜
微
風
柳
橋
ス
ケ
ツ
チ
四
年
表
で
は
明
・
７
五
明
８
１
成
功
現
代
四
十
文
豪
回
答
明
治
文
学
界
天
才
観
（
筆
跡
入
）
題
六
大
元
山
浦
瑞
洲（
隆
治
）
一
兵
卒
の
告
白
序
煙
霞
書
屋
発
行
明
治
年
月
日
未
詳
、
山
浦
瑞
州
著
、
煙
霞
書
店
刊
六
大
５
５
５
朝
読
売
新
聞
島
崎
藤
村
氏
近
信
書
簡
の
写
真
掲
載
年
表
に
な
し
十
七
大
６
６
１
、
１
、
１
、
１
、大
７
１
１
、２
１
中
央
文
学
地
中
海
の
旅
海
へ
大
６
・
６
、
、
大
７
・
１
の
３
回
と
あ
る
が
、
６
回
に
分
載
さ
れ
た
。
八
大
８
３
１
中
央
文
学
人
に
与
ふ
る
感
化
の
力
（
其
二
）
温
順
に
し
て
質
朴
の
母
題
感
化
の
力
。
年
表
未
見
。
全
集
未
収
大
９
１
１
中
央
文
学
九
巻
ｐ
筆
蹟
（
大
９
・
６
・
１
）
は
、
別
巻
ｐ
日
記
の
つ
け
方
（
大
９
・
１
・
１
）
の
回
答
は
が
き
の
写
真
掲
載
。
回
答
に
続
く
六
月
二
十
八
日
の
日
記
は
、
新
片
町
よ
り
浅
草
に
て
中
の
も
の九
、
別
大
９
１
１
金
の
船
蝙
蝠
の
話
大
８
・
・
１
九
大
９
４
１
金
の
船
山
の
中
の
話
（
子
供
に
語
り
聞
か
せ
る
父
親
の
話
の
中
よ
り
）
荷
物
を
運
ぶ
馬
・
凧
ふ
る
さ
と
荷
物
を
運
ぶ
馬
段
、
凧
大
９
・
３
・
１
。
原
題
九
大
９
５
１
中
央
文
学
飯
倉
だ
よ
り
（
パ
ス
カ
ル
の
言
葉
）
飯
倉
だ
よ
り
パ
ス
カ
ル
の
言
葉
前
半
。
中
央
文
学
の
読
者
の
た
め
に
、
パ
ス
カ
ル
の
言
葉
を
抄
録
す
る
。
と
し
て
、
最
初
か
ら
ｐ
考
へ
る
葦
だ
。
ま
で
箇
所
の
記
載
な
し
九
大
９
７
１
婦
人
之
友
飯
倉
だ
よ
り
飯
倉
だ
よ
り
パ
ス
カ
ル
の
言
葉
後
半
。
婦
人
之
友
の
読
者
の
た
め
に
、
パ
ス
カ
ル
の
言
葉
を
抄
録
す
る
。
と
し
て
考
へ
る
葦
だ
。
の
次
か
─ ─
ら
最
後
ま
で
箇
所
の
記
載
な
し
九
大
９
７
１
中
央
大
学
私
の
好
き
な
自
然
に
藤
村
の
文
章
な
し
。
年
表
未
見
大
９
７
朝
読
売
新
聞
飯
倉
だ
よ
り
（
回
想
の
セ
ザ
ン
ヌ
）
飯
倉
だ
よ
り
回
想
の
セ
ザ
ン
ヌ
題
回
想
の
セ
ザ
ン
ヌ
九
大
９
７
新
家
庭（
臨
増
）
山
水
巡
礼
木
曽
路
題
。
日
付別
大
９
９
柳
澤
健
現
代
の
詩
及
詩
人
序
の
言
葉
題
小
序
。
日
付
九
大
９
１
金
の
船
山
家
の
話
大
９
・
・
１
九
大
９
１
中
央
大
学
私
の
好
き
な
外
国
の
作
家
に
藤
村
の
文
章
な
し
。
年
表
未
見
大
４
１
白
鳩（
創
刊
号
）
文
章
を
作
る
少
年
少
女
の
た
め
に
（
談
話
）
題
少
年
少
女
の
為
に
（
文
話
）
。
年
表
未
見
。
全
集
未
収
大
４
１
解
放
文
学
に
あ
ら
は
れ
た
る
国
民
性
の
一
面
飯
倉
だ
よ
り
解
題
の
題
飯
倉
だ
よ
り
、
年
表
飯
倉
だ
よ
り
（
文
学
に
現
れ
た
国
民
性
の
一
面
）
九
大
９
朝
東
京
朝
日
新
聞
け
ふ
詩
聖
の
六
百
年
祭
に
永
遠
の
心
を
辿
れ
追
慕
の
島
崎
藤
村
氏
秋
雨
の
閑
居
に
語
る
（
ダ
ン
テ
）
題
永
遠
の
心
を
辿
れ
（
ダ
ン
テ
六
百
年
祭
）
九
大
８
１
新
小
説
仏
蘭
西
紀
行
（
十
一
）
仏
蘭
西
紀
行
の
後
に
は
こ
の
回
の
副
題
八
大
８
７
朝
読
売
新
聞
（
藤
澤
清
造
著
根
津
権
現
裏
発
行
所
小
西
書
店
の
広
告
中
）
島
崎
藤
村
先
生
曰
く
田
山
花
袋
、
生
田
長
江
の
推
薦
文
も
あ
り
。
根
津
権
現
裏
は
、は
じ
め
は
大
・
４
・
５
に
日
本
図
書
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
ｐ
八
月
号
、
年
表
８
日
九
大
３
、
朝
時
事
新
報
飯
倉
だ
よ
り
春
を
待
ち
つ
ゝ
先
輩
と
考
へ
て
見
る
こ
と
に
よ
つ
て
カ
ア
ラ
イ
ル
と
ホ
ヰ
ッ
ト
マ
ン
創
作
段
、
日
九
大
７
１
彰
風
会
報
イ
ブ
セ
ン
の
人
形
の
家
を
読
み
て
（
大
正
十
二
年
六
月
、
松
本
女
子
師
範
学
校
講
堂
に
て
）
春
を
待
ち
つ
ゝ
人
形
の
家
を
読
み
て
段
、
加
筆
あ
り
解
題
で
は
人
形
の
家
を
読
み
て
九
大
７
１
随
筆
現
代
の
文
芸
、
作
家
及
作
品
に
対
し
て
に
藤
村
の
文
章
無
し
。
年
表
未
見
大
１
朝
東
京
日
日
新
聞
人
間
と
運
命
年
表
で
は
２
月
九
大
２
１
、２
朝
東
京
日
日
新
聞
感
想
（
一
）（
二
）
生
長
と
成
─ ─
熟
（
上
）（
下
）
春
を
待
ち
つ
ゝ
並
記
さ
れ
た
ア
ル
ス
新
聞
大
・
３
・
５
は
再
掲
九
大
２
３
、４
、５
朝
東
京
日
日
新
聞
感
想
（
三
）（
四
）（
五
）
前
世
紀
の
探
究
（
上
）（
中
）（
下
）
春
を
待
ち
つ
ゝ
前
世
紀
を
探
究
す
る
心
３
ｐ
百
年
以
前
に
遡
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
十
九
世
紀
の
前
半
期
単
行
本
に
な
る
際
に
傍
線
部
脱
落
九
大
５
１
行
楽
飯
倉
だ
よ
り
春
を
待
ち
つ
ゝ
の
再
掲
。
年
表
未
見
大
５
、
、
朝
読
売
新
聞
著
作
と
出
版
市
井
に
あ
り
て
５
・
に
（
つ
づ
く
）
と
あ
る
が
、
以
後
掲
載
無
し
。
日
の
み
十
三
大
７
８
朝
読
売
新
聞
父
と
子
（
十
九
）
島
崎
藤
村
氏
の
次
男
鶏
二
君
と
三
男
蓊
助
君
父
と
子
へ
の
回
答
九
大
９
鳴
海
要
吉
土
に
か
へ
れ
序
の
言
葉
市
井
に
あ
り
て
精
神
の
流
浪
（
鳴
海
要
吉
君
の
土
に
か
へ
れ
に
）
題
精
神
の
流
浪
。
日
付
十
三
大
９
朝
時
事
新
報
一
茶
の
こ
と
拾
遺
で
は
日
、
年
表
は
日
九
昭
２
４
喜
多
村
進
青
磁
色
の
春
序
市
井
に
あ
り
て
批
評
に
つ
い
て
３
文
解
題
は
５
月
。
年
表
に
は
読
売
新
聞
（
５
・
広
告
面
）
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
序
文
の
一
部
十
三
昭
２
４
、
朝
読
売
新
聞
家
を
書
い
た
当
時
の
こ
と
市
井
に
あ
り
て
三
つ
の
長
篇
を
書
い
た
当
時
の
こ
と
段
。
前
書
き
と
ｐ
家
を
起
稿
か
ら
最
後
ま
で
。
春
の
部
分
の
元
は
、
九
ｐ
春
の
こ
と
が
ら
（
文
章
倶
楽
部
大
・
８
）
箇
所
の
記
載
な
し
。
解
題
初
出
に
並
記
さ
れ
た
早
稲
田
文
学
（
昭
２
・
６
・
１
）
は
全
文
の
初
出
で
あ
り
、
そ
の
原
題
と
あ
る
三
つ
の
長
篇
を
書
い
た
頃
は
目
次
題
で
、
本
文
の
題
は
単
行
本
に
同
じ
十
三
昭
３
４
１
若
草
異
国
風
景
と
断
想
巴
里
だ
よ
り
抄
題
異
国
風
景
と
断
想
。
年
表
未
見
昭
３
９
１
改
造
飯
倉
附
近
（
随
筆
）
市
井
に
あ
り
て
附
記
は
無
し
昭
３
・
８
・
１
十
三
昭
４
１
６
朝
読
売
新
聞
飯
倉
だ
よ
り
誠
実
と
情
熱
の
友
小
山
内
薫
君
題
小
山
内
薫
君
十
三
─ ─
昭
５
１
９
、
、
朝
読
売
新
聞
市
井
に
あ
り
て
【
上
】【
中
】【
下
】
市
井
に
あ
り
て
寄
席
９
日
の
み十三
昭
５
５
１
婦
人
之
友
客
間
開
放
の
会
あ
る
日
の
対
話
市
井
に
あ
り
て
あ
る
日
の
対
話
題
客
間
解
放
の
会
十
三
昭
５
５
朝
東
京
朝
日
新
聞
涙
を
一
杯
た
め
て
最
後
の
対
面
万
感
胸
に
迫
つ
た
か
（
談
話
。
田
山
花
袋
と
の
対
面
）
４
題
田
山
花
袋
と
の
最
後
の
対
面
十
三
昭
６
６
サ
ン
デ
ー
毎
日
早
川
三
代
治
を
紹
介
す
４
書
簡
１１２１
の
付
記
に
あ
る
が
年
表
に
な
し
十
七
昭
７
１
婦
人
公
論
大
学
近
代
文
学
篇
回
顧
月
別
昭
７
４
岩
波
講
座
日
本
文
学
附
録
文
学
飯
倉
だ
よ
り
桃
の
雫
交
通
の
変
革
が
持
ち
来
す
も
の
ｐ
決
定
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ま
で
段
日
。
箇
所
の
記
載
な
し
十
三
昭
７
９
１
婦
人
之
友
父
（
又
は
祖
父
又
は
師
）
よ
り
子
（
又
は
孫
又
は
弟
子
）
へ
の
手
紙
島
崎
藤
村
氏
よ
り
有
島
生
馬
氏
へ
年
表
に
な
し
。
ｐ
は
、
見
た
こ
と
の
な
い
も
の
が
、
い
き
な
り
傍
線
部
。
書
簡
年
不
明
と
あ
る
が
、
内
容
か
ら
明
・
２
と
大
元
・
と
考
え
ら
れ
る
。
全
集
未
収
の
別
の
書
簡
写
真
の
掲
載
あ
り
別
昭
８
４
１
日
の
出
笑
（
夜
咄
欄
）
桃
の
雫
笑
ご
め
ん
下
さ
い
原
題
夜
咄
十
三
昭
９
３
童
話
童
謡
（
創
刊
号
）
目
次
に
応
援
の
言
葉
顧
問
島
崎
藤
村
と
あ
る
（
筆
跡
。
巻
頭
）
桃
の
雫
応
援
の
辞
題
応
援
の
辞
。
昭
９
・
１
・
１
十
三
昭
９
８
１
国
語
と
国
文
学
明
治
文
学
の
発
足
点
（
談
話
。
塩
田
良
平
記
）
拾
遺
で
は
明
治
文
学
の
発
足
別
昭
１
中
央
公
論
中
央
公
論
五
十
周
年
記
念
の
祝
辞
祝
の
言
葉
祝
の
言
葉
の
み
十
三
昭
１
１
日
の
出
力
餅
（
夜
咄
）
桃
の
雫
力
餅
原
題
夜
咄
十
三
昭
１
１
文
芸
懇
話
会
（
創
刊
号
）
一
月
一
信
桃
の
雫
覚
書
ｐ
忘
れ
た
い
。
の
次
か
ら
ｐ
気
が
す
る
。
ま
で
の
初
出
と
、
あ
る
人
へ
４
中
央
公
論
の
覚
書
の
一
部
で
あ
る
が
、
末
節
の
み
を
あ
る
人
へ
と
し
て
収
録
十
三
昭
１
１
、２
１
中
央
公
論
覚
書
桃
の
雫
ｐ
忘
れ
た
─ ─
い
。
ま
で
の
初
出
４
箇
所
の
記
載
な
し
十
三
昭
９
朝
東
京
朝
日
新
聞
日
本
招
致
も
有
望
南
米
か
ら
藤
村
氏
の
声
日
の
国
際
電
話
に
つ
い
て
の
記
事
日
十
三
昭
朝
東
京
朝
日
新
聞
紐
育
の
客
舎
に
て
題
紐
育
の
宿
舎
に
て
十
三
昭
３
５
朝
東
京
朝
日
新
聞
藤
村
翁
夫
妻
の
歓
迎
会
全
集
で
は
４
日
。
縮
刷
版
の
５
日
の
記
事
は
、
変
更
が
加
え
ら
れ
た
後
の
版
と
考
え
ら
れ
る
（
６
）。
別
昭
６
朝
東
京
朝
日
新
聞
藤
村
氏
は
躊
躇
新
生
芸
術
院
に
一
脈
の
淋
し
さ
段
題
十
三
昭
４
小
林
郊
人
蛛
栖
何
何
遺
稿
の
は
じ
に
（
筆
跡
）
昭
和
十
一
年
七
月
執
筆
と
本
文
に
あ
る
昭
・
７
十
三
昭
１
１
婦
人
之
友
父
の
手
紙
・
母
の
手
紙
最
初
の
収
穫
を
祝
し
て
楠
雄
氏
へ
島
崎
藤
村
氏
の
手
紙
一
が
書
簡
、
二
が
、
三
が
１１４３
に
あ
た
る
。
年
表
に
な
し
。
に
﹇
前
半
紛
失
﹈、
１１４３
冒
頭
に
（
三
）
と
あ
り
（
一
）
（
二
）
散
逸
と
あ
る
が
、
番
号
は
婦
人
之
友
掲
載
時
の
記
載
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
付
楠
雄
の
文
。
な
お
、
同
誌
（
昭
・
１
）
に
島
崎
藤
村
よ
り
娘
柳
子
へ
新
春
に
家
信
と
し
て
書
簡
１２７０
掲
載
十
七
昭
１
１
改
造
写
真
と
随
筆
顔
師
走
の
日
昭
・
１
・
１
十
三
年
表
外
の
も
の
明
鷹
野
止
水
宛
書
簡
ｐ
注
に
中
学
世
界
へ
の
執
筆
は
千
曲
川
の
ス
ケ
ツ
チ
（
明
・
６
・
）
ま
で
見
当
た
ら
な
い
と
あ
る
が
、
こ
れ
以
前
に
も
掲
載
あ
り
別
大
６
権
藤
せ
い
子
宛
書
簡
ｐ
大
正
六
年
？
。
全
集
未
収
選
後
に
（
新
愛
知
大
７
１
・
１
）
に
よ
れ
ば
大
６
別
昭
３
７
川
島
つ
ゆ
宛
ハ
ガ
キ
ｐ
年
不
明
。
川
島
つ
ゆ
一
茶
の
種
々
相
（
春
秋
社
昭
３
・
７
）
へ
の
礼
状
で
あ
る
か
ら
、
昭
３
別
昭
１
中
央
公
論
回
顧
（
父
を
追
想
し
て
書
い
た
国
学
上
の
私
見
）
（
未
発
表
遺
稿
）
島
崎
静
子
あ
と
が
き
に
経
緯
あ
り
草
稿
と
の
み
あ
る
十
三
感
想
集
の
初
出
（
７
）の
追
加
明
５
日
の
出
公
論
（
創
刊
号
）
芸
術
の
保
護
後
の
新
片
町
よ
り
六
大
１
１
潮
音
手
帳
（
芭
蕉
に
つ
い
て
）
春
を
待
─ ─
ち
つ
ゝ
芭
蕉
の
こ
と
段
。
加
筆
あ
り
郊
外
大
・
１
・
１
掲
載
手
帳
（
芭
蕉
に
つ
い
て
）
が
初
出
と
あ
る
が
、
同
誌
同
号
の
手
帳
は
愚
と
悪
等
別
章
の
初
出
九
大
９
５
ア
ル
ス
新
聞
大
暑
春
を
待
ち
つ
ゝ
九
大
２
１
文
芸
復
興
（
創
刊
号
）
浅
瀬
を
奔
り
流
る
る
水
の
ご
と
く
春
を
待
ち
つ
ゝ
大
・
２
・
ア
ル
ス
新
聞
が
初
出
九
昭
２
伊
藤
信
吉
島
崎
藤
村
の
文
学
（
８
）
目
次
に
小
題
一
言
と
あ
る
（
筆
跡
。
巻
頭
）
桃
の
雫
六
十
歳
を
迎
へ
て
九
感
想
集
以
外
の
初
出
大
６
３
１
新
人
吾
児
に
幼
き
も
の
に
少
年
と
少
女
、
驢
馬
の
話
（
削
除
あ
り
）、
親
鳥
の
愛
題
。
年
表
未
見
八
大
８
１
新
小
説
（
臨
増
文
豪
外
森
林
太
郎
）
外
漁
史
５
文
拾
遺
に
東
京
朝
日
新
聞
昭
４
６
・
外
全
集
普
及
版
広
告
と
し
て
収
録
さ
れ
た
も
の
は
中
略
あ
り
十
三
大
４
週
刊
朝
日
子
に
送
る
手
紙
５
嵐
子
に
送
る
手
紙
三
十
昭
４
７
１
家
の
光
海
と
文
学
夏
の
山
水
大
観
海
に
つ
い
て
（
宇
宙
昭
４
・
８
・
１
）
は
こ
れ
に
前
書
き
を
加
筆
し
た
も
の
別
昭
朝
読
売
新
聞
日
本
ペ
ン
倶
楽
部
の
設
立
に
就
い
て
別
巻
本
全
集
の
正
誤
に
は
、
日
本
ペ
ン
倶
楽
部
会
報
第
一
号
（
昭
・
３
・
４
）
が
初
出
と
あ
る
。
東
京
朝
日
新
聞
昭
・
・
、
、
は
日
本
ペ
ン
倶
楽
部
発
会
席
上
に
て
の
み
の
初
出
十
三
昭
１
三
田
文
学
水
上
瀧
太
郎
君
の
著
作
昭
・
鏡
花
全
集
挿
込
み
広
告
十
三
二
、
書
誌
的
問
題
点
（
一
）
初
出
確
認
が
困
難
な
理
由
藤
村
の
文
章
の
初
出
確
認
が
困
難
な
理
由
は
、
お
お
ま
か
に
言
え
ば
、
以
下
の
三
点
に
な
る
。【
Ａ
】
近
い
時
期
に
複
数
紙
誌
に
別
題
名
の
同
文
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
【
Ｂ
】
同
題
名
の
別
文
が
多
い
【
Ｃ
】
小
題
を
持
つ
多
く
の
文
章
（
題
名
を
持
つ
ま
と
ま
り
を
章
と
記
す
）
で
構
成
さ
れ
た
感
想
集
に
お
い
て
、
章
と
初
出
と
は
一
対
一
対
応
と
は
限
ら
ず
、
加
筆
削
除
も
あ
る
。
【
Ａ
】
近
い
時
期
に
複
数
の
新
聞
雑
誌
に
別
題
名
の
同
文
が
掲
載
さ
れ
る
も
の
は
、
以
下
の
三
通
り
に
分
け
ら
れ
る
（
以
下
、
文
章
の
題
名
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
す
る
）。
─ ─
春
を
待
ち
つ
ゝ
（
大
・
３
・
８
）
所
収
都
会
の
初
出
は
、
全
集
別
巻
の
年
表
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
上
毛
新
聞
（
都
会
と
地
方
人
大
・
・
）
で
あ
り
、
信
濃
民
報
（
飯
倉
だ
よ
り
都
会
と
地
方
人
大
・
１
・
１
）、
北
海
タ
イ
ム
ス
（
同
題
。
大
・
１
・
）
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
飯
倉
だ
よ
り
と
し
て
潮
音
（
大
・
２
・
１
）
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
飯
倉
だ
よ
り
（
回
想
の
セ
ザ
ン
ヌ
）
（
読
売
新
聞
大
９
・
７
・
朝
）
は
、
孤
立
に
生
き
た
セ
ザ
ン
ヌ
の
題
で
末
尾
に
（
読
売
）
と
つ
け
て
絵
画
清
談
（
大
９
・
８
・
１
）
に
も
掲
載
さ
れ
た
（
回
想
の
セ
ザ
ン
ヌ
の
題
で
飯
倉
だ
よ
り
に
収
録
）。
新
春
を
迎
へ
て
（
読
売
新
聞
昭
・
１
・
）
が
、
臥
床
の
室
か
ら
の
題
で
信
州
文
壇
（
昭
・
２
・
１
）
に
掲
載
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
新
聞
に
関
わ
る
再
掲
で
あ
り
、
新
聞
特
有
の
事
情
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
掲
載
事
情
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
の
で
、
改
題
・
再
掲
が
藤
村
に
よ
る
も
の
か
編
集
者
に
よ
る
も
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
全
く
の
同
文
で
は
な
く
、
前
書
き
の
み
を
加
筆
し
た
も
の
も
あ
る
。
全
集
別
巻
に
は
、
夏
の
山
水
大
観
海
に
つ
い
て
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
宇
宙
昭
４
・
８
・
１
。
当
該
誌
放
送
室
に
一
流
の
文
士
其
の
道
の
専
門
家
達
の
随
筆
だ
。
吾
々
は
、
こ
の
様
な
一
粒
選
の
原
稿
を
採
録
し
得
た
こ
と
を
心
か
ら
誇
り
と
し
て
ゐ
る
と
あ
る
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
全
集
未
収
の
海
と
文
学
（
家
の
光
昭
４
・
７
・
１
）
に
、
私
は
海
に
つ
い
て
漠
然
た
る
考
え
方
を
し
て
い
た
が
、
一
昨
年
山
陰
旅
行
を
し
て
、
海
に
つ
い
て
研
究
す
る
よ
う
に
な
り
考
え
も
違
っ
て
き
た
、
と
い
う
前
書
き
を
一
段
落
つ
け
た
も
の
で
、
そ
れ
以
降
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
山
陰
旅
行
の
こ
と
は
文
中
に
も
あ
り
、
家
の
光
の
方
を
初
出
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
で
に
感
想
集
に
収
録
さ
れ
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
文
章
が
、
後
年
に
藤
村
の
筆
跡
で
、
つ
ま
り
藤
村
の
了
承
の
も
と
に
別
の
題
を
つ
け
て
再
掲
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
市
井
に
あ
り
て
（
昭
５
・
）
の
小
諸
の
お
も
ひ
で
は
、
糧
友
（
昭
９
・
８
・
１
）
に
食
膳
の
上
（
山
家
の
お
も
ひ
で
）
島
崎
藤
村
と
い
う
筆
跡
写
真
を
つ
け
て
掲
載
さ
れ
た
。
春
を
待
ち
つ
ゝ
（
大
・
３
）
に
収
録
さ
れ
た
太
陽
の
言
葉
後
部
分
は
、
夜
明
け
を
待
つ
心
の
題
で
末
尾
に
（
太
陽
の
言
葉
よ
り
）
と
つ
け
て
婦
人
之
友
（
昭
２
・
３
・
１
）
に
筆
跡
原
稿
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
女
性
時
代
（
昭
・
２
・
１
）
第
百
号
巻
頭
に
は
日
本
人
の
特
色
と
題
し
た
筆
跡
原
稿
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
冒
頭
文
以
外
は
桃
の
雫
（
昭
・
６
）
所
収
日
本
海
と
太
平
洋
の
一
部
で
あ
る
。
【
Ｂ
】
さ
ら
に
、
藤
村
の
文
章
の
分
別
を
複
雑
に
し
て
い
る
の
は
、
同
題
名
の
別
文
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
春
を
待
ち
つ
ゝ
芭
蕉
の
こ
と
の
初
出
手
帳
（
芭
蕉
に
つ
い
て
）
（
潮
音
大
・
１
・
１
）
を
全
集
が
手
帳
（
郊
外
同
日
）
と
誤
っ
た
の
は
、
同
題
名
の
別
文
が
同
日
に
二
誌
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
身
の
ま
は
り
の
こ
と
（
近
代
風
景
昭
２
・
３
・
１
）
は
、
市
井
に
あ
り
て
の
身
の
ま
は
り
の
こ
と
の
初
出
で
は
な
く
、
同
書
の
生
を
養
ふ
の
初
出
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
も
誤
り
の
も
と
に
な
っ
た
。
藤
村
は
新
片
町
に
住
ん
だ
時
に
は
新
片
町
よ
り
の
題
名
で
多
数
の
別
内
容
の
文
章
を
発
表
し
（
感
想
集
新
片
町
よ
り
（
９
）
後
の
新
片
町
よ
り
に
収
録
）、飯
倉
片
町
に
住
ん
だ
時
に
は
多
数
の
同
題
別
文
の
飯
倉
だ
よ
り
─ ─
を
発
表
し
た
（
飯
倉
だ
よ
り
や
春
を
待
ち
つ
ゝ
桃
の
雫
に
収
録
）。
こ
れ
ら
は
感
想
集
収
録
の
際
に
そ
れ
ぞ
れ
別
の
題
が
つ
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
感
想
集
の
中
の
題
名
に
つ
い
て
も
、
飯
倉
だ
よ
り
に
は
寝
言
、
市
井
に
あ
り
て
に
は
寝
ご
と
が
あ
り
、
飯
倉
だ
よ
り
と
春
を
待
ち
つ
ゝ
の
両
方
に
二
三
の
事
実
が
あ
り
、
市
井
に
あ
り
て
と
桃
の
雫
の
両
方
に
夜
咄
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
は
別
文
で
あ
る
。
さ
ら
に
市
井
に
あ
り
て
寝
ご
と
の
初
出
は
消
息
（
文
章
往
来
大
・
４
・
１
）
で
あ
り
、
同
書
折
に
ふ
れ
て
の
初
出
が
寝
ご
と
（
不
同
調
大
・
１
・
１
）
で
あ
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
【
Ｃ
】
感
想
集
に
収
録
さ
れ
た
文
章
は
、
短
い
章
は
複
数
ま
と
め
て
別
題
名
で
初
出
紙
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
長
い
章
は
複
数
の
雑
誌
に
載
っ
た
も
の
を
一
つ
の
題
の
も
と
に
ま
と
め
て
収
録
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
感
想
集
所
収
の
文
章
の
掲
載
状
況
は
、
諸
事
情
が
相
俟
っ
て
、
複
雑
を
極
め
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
春
を
待
ち
つ
ゝ
の
一
部
は
、
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
た
（
傍
線
は
初
出
と
考
え
ら
れ
る
も
の
）。
大
１
朝
東
京
朝
日
新
聞
必
然
性
の
美
春
を
待
ち
つ
ゝ
必
然
性
の
元
の
文
大
１
１
文
芸
復
興
浅
瀬
を
奔
り
流
る
る
水
の
ご
と
く
大
１
１
農
民
美
術
飯
倉
だ
よ
り
（
農
民
の
た
め
に
好
い
友
達
が
欲
し
い
）
（
春
を
待
ち
つ
ゝ
所
収
農
民
の
た
め
に
）
大
２
ア
ル
ス
新
聞
春
を
待
ち
つ
ゝ
所
在
不
明
で
未
見
。
全
集
解
題
・
年
表
で
は
、
浅
瀬
を
奔
り
流
る
ゝ
水
の
ご
と
く
流
行
と
不
易
必
然
性
湿
れ
る
松
明
の
ご
と
く
滑
稽
の
大
き
な
力
美
を
積
む
も
の
農
民
の
た
め
に
の
初
出
と
な
っ
て
い
る
。
大
２
婦
女
新
聞
美
を
積
む
も
の
大
３
１
芸
術
解
放
感
想
の
中
に
小
題
を
つ
け
て
、
必
然
性
善
を
積
む
も
の
（
美
を
積
む
も
の
と
同
文
）
滑
稽
の
大
き
な
力
大
３
８
春
を
待
ち
つ
ゝ
刊
行
大
５
１
行
楽
飯
倉
だ
よ
り
の
題
で
、
春
を
待
ち
つ
ゝ
所
収
農
民
の
た
め
に
湿
れ
る
松
明
の
ご
と
く
秘
密
都
会
相
聞
の
歌
（
二
）
再
掲
の
理
由
な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
が
起
き
る
の
か
。【
Ａ
】
メ
デ
ィ
ア
側
と
【
Ｂ
】
藤
村
の
側
か
ら
考
察
し
た
い
。
【
Ａ
】
ま
ず
、
メ
デ
ィ
ア
側
の
事
情
を
見
る
。
編
輯
後
記
に
あ
る
掲
載
に
つ
い
て
の
言
及
を
見
れ
ば
、
初
出
で
な
い
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
た
と
え
ば
、
島
崎
藤
村
氏
が
特
に
創
刊
号
に
寄
稿
し
て
下
さ
る
筈
で
し
た
が
氏
の
都
合
で
来
月
号
に
な
り
ま
す
。そ
の
代
り
氏
の
好
意
に
よ
つ
て
春
を
待
ち
つ
ゝ
中
の
旧
い
学
窓
の
こ
と
を
掲
載
さ
し
て
下
さ
つ
た
事
は
感
謝
に
堪
へ
ま
せ
ん
（
編
輯
後
記
。
白
金
文
学
大
・
５
・
１
）
と
─ ─
あ
る
。
白
金
文
学
は
、
藤
村
の
母
校
、
明
治
学
院
の
人
々
に
よ
っ
て
編
輯
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
る
が
、
単
行
本
所
収
の
文
章
の
再
掲
で
も
感
謝
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
翌
月
号
の
編
輯
後
記
に
は
藤
村
氏
は
お
忙
し
い
の
を
割
い
て
餞
一
篇
を
寄
せ
ら
れ
た
。
私
の
願
ひ
は
自
分
等
の
後
か
ら
歩
い
て
く
る
人
達
を
自
ら
の
内
に
発
見
す
る
事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
悦
び
を
知
る
事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
氏
は
そ
の
中
に
書
い
て
居
ら
れ
る
。
我
々
の
励
ま
さ
れ
る
所
で
あ
る
（
同
、
大
・
６
・
１
）
と
あ
る
。
餞
に
は
、
こ
れ
は
あ
る
人
の
処
女
作
詩
集
の
た
め
に
書
い
た
言
葉
で
あ
る
が
、
白
金
文
学
に
集
ま
つ
た
人
達
の
新
し
い
出
発
を
見
送
る
た
め
に
も
私
は
矢
張
こ
の
心
を
も
つ
て
し
た
い
云
々
と
い
う
前
書
き
を
付
け
て
、
小
方
又
星
（
庸
正
）
古
典
的
な
風
景
（
大
・
９
・
１
）
序
の
こ
と
ば
全
文
（
前
掲
引
用
箇
所
は
私
の
願
ひ
は
自
分
等
の
後
か
ら
歩
い
て
来
る
新
し
い
人
達
を
と
な
っ
た
）
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
市
井
に
あ
り
て
所
収
）。
こ
の
序
の
こ
と
ば
は
、
さ
ら
に
小
方
又
星
君
の
処
女
作
詩
集
に
と
し
て
、
鳴
海
要
吉
君
の
土
に
か
へ
れ
に
河
井
醉
茗
君
五
十
回
誕
辰
記
念
現
代
日
本
詩
選
に
と
合
わ
せ
て
三
つ
の
序
の
題
で
文
藝
春
秋
（
大
・
・
１
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
す
べ
て
再
掲
で
あ
る
が
、
編
輯
後
記
に
は
本
月
号
に
は
、
島
崎
藤
村
氏
、
吉
野
作
造
博
士
、
森
田
草
平
氏
な
ど
初
て
（
マ
マ
）
か
い
て
下
さ
つ
た
。
島
崎
さ
ん
は
御
病
中
を
再
三
、
お
ね
が
ひ
し
た
の
で
、
最
近
の
序
文
を
あ
つ
め
て
下
さ
つ
た
。
感
謝
す
る
と
あ
る
。
詩
神
（
昭
３
・
７
・
１
）
に
は
島
崎
氏
の
も
の
は
、
百
田
宗
治
氏
の
近
著
藤
村
詩
帖
の
序
文
と
し
て
寄
せ
ら
れ
た
も
の
を
乞
う
て
本
誌
へ
頂
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
（
編
輯
後
記
）と
断
っ
て
二
三
の
言
葉
が
掲
載
さ
れ
た
（
鑑
賞
藤
村
詩
帖
は
昭
３
・
６
・
）。
文
鳥
（
昭
・
４
・
）
掲
載
の
古
い
枕
（
花
袋
氏
遺
作
百
夜
の
は
じ
に
）
は
、
田
山
花
袋
百
夜
（
昭
・
４
・
３
）
の
序
の
こ
と
ば
の
再
掲
で
あ
る
が
、
編
輯
後
記
に
は
本
輯
に
は
島
崎
藤
村
氏
が
、
多
忙
な
時
を
割
い
て
稿
を
寄
せ
ら
れ
た
事
は
、
私
共
の
深
く
感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
な
ぜ
新
し
く
執
筆
さ
れ
た
文
章
で
な
い
も
の
を
多
忙
病
中
の
藤
村
に
乞
う
て
ま
で
掲
載
し
た
い
の
か
。
春
を
待
ち
つ
ゝ
の
例
（
一
）【
Ｃ
】
で
見
た
芸
術
解
放
（
大
・
３
・
１
）
編
輯
後
記
に
は
、
島
崎
さ
ん
の
御
稿
を
頂
く
こ
と
の
出
来
た
の
を
ほ
ん
と
に
嬉
し
い
こ
と
に
思
ひ
ま
す
。
社
友
、
読
者
諸
氏
に
も
共
に
喜
ん
で
戴
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
と
あ
る
。
掲
載
章
の
う
ち
少
な
く
と
も
必
然
性
は
完
全
な
初
出
で
は
な
く
、
全
集
の
記
載
が
正
し
け
れ
ば
そ
の
他
の
章
の
初
出
は
ア
ル
ス
新
聞
（
同
２
・
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
京
朝
日
新
聞
（
大
・
２
・
朝
）
学
芸
だ
よ
り
に
は
、
島
崎
藤
村
氏
雑
誌
芸
術
解
放
三
月
号
に
感
想
必
然
性
以
下
数
編
を
寄
稿
と
あ
る
。
あ
ま
り
に
近
い
時
期
に
再
掲
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
ど
れ
が
先
に
刊
行
さ
れ
る
の
か
藤
村
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
も
っ
と
も
雑
誌
に
と
っ
て
は
、
先
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
宣
伝
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
読
売
新
聞
（
大
・
３
・
１
朝
）
芸
術
解
放
３
月
創
作
号
広
告
に
は
島
崎
藤
村
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
藤
村
の
文
を
載
せ
れ
ば
雑
誌
が
注
目
さ
れ
、
宣
伝
効
果
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
─ ─
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
紫
の
一
も
と
（
桃
の
雫
所
収
）
の
初
出
風
（
昭
８
・
・
）
編
輯
言
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
本
号
に
島
崎
先
生
の
原
稿
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
云
ひ
や
う
の
な
い
欣
び
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
日
存
在
す
る
幾
百
の
文
芸
雑
誌
の
等
し
く
渇
望
し
て
贏
（
あ
ま
）
ち
得
な
い
光
栄
で
あ
る
。
ど
う
し
て
我
等
の
風
ば
か
り
が
こ
の
稀
有
の
光
栄
に
浴
し
得
た
か
。
そ
れ
は
一
重
に
先
生
の
知
遇
を
う
け
て
ゐ
ら
れ
る
大
井
さ
ん
の
好
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
若
し
風
が
幽
か
に
で
も
俗
臭
を
帯
び
た
雑
誌
で
あ
つ
た
な
ら
、
藤
村
の
筆
は
決
し
て
風
の
た
め
に
動
か
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
わ
た
し
の
信
じ
て
疑
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
藤
村
の
文
章
を
掲
載
す
る
こ
と
は
、雑
誌
の
宣
伝
に
な
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
藤
村
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
い
て
雑
誌
の
高
邁
な
価
値
や
性
格
ま
で
を
示
す
こ
と
に
な
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。
再
掲
が
多
く
な
る
の
は
、
藤
村
が
全
集
（
藤
村
全
集
刊
行
会
）
の
印
税
を
家
の
新
築
で
は
な
く
、
婦
人
雑
誌
処
女
地
の
刊
行
に
あ
て
、
谷
底
の
よ
う
な
飯
倉
片
町
の
借
家
で
四
人
の
子
育
て
と
著
作
を
し
て
い
た
時
期
以
降
で
あ
る
。
詩
人
・
小
説
家
と
し
て
大
家
で
あ
り
な
が
ら
、
借
家
住
ま
い
で
夜
明
け
前
（
昭
４
・
４
昭
・
）
を
執
筆
し
続
け
た
、
藤
村
の
イ
メ
ー
ジ
が
雑
誌
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（
）。
文
範
や
有
益
な
文
章
と
し
て
藤
村
の
文
章
が
再
掲
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
。
す
で
に
、
学
窓
余
談
（
創
刊
号
。
明
・
９
・
）
文
学
欄
に
は
、
島
崎
藤
村
の
詩
名
嘖
々
（
さ
く
さ
く
）
文
壇
に
鳴
る
そ
の
著
若
菜
集
の
如
き
吟
賞
す
べ
き
も
の
少
か
ら
ず
今
そ
の
一
篇
を
録
し
て
青
年
に
紹
介
す
と
前
置
き
し
て
懐
古
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
青
年
（
昭
３
・
・
１
）
の
古
今
の
名
篇
の
う
ち
か
ら
、
特
に
青
年
が
読
む
に
適
す
る
も
の
を
選
ん
で
掲
載
し
ま
す
と
記
さ
れ
た
欄
に
は
、
太
陽
の
言
葉
（
島
崎
藤
村
集
か
ら
）
が
解
説
付
き
で
掲
載
さ
れ
、
脚
注
に
は
島
崎
藤
村
現
代
の
日
本
が
持
つ
最
も
偉
大
に
し
て
敬
愛
す
べ
き
詩
人
に
し
て
小
説
家
と
あ
る
。
教
科
書
に
採
録
さ
れ
た
文
章
も
多
い
（
）。
藤
村
の
文
章
を
載
せ
る
こ
と
は
、
雑
誌
の
高
い
水
準
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
【
Ｂ
】
次
に
藤
村
側
の
事
情
を
見
て
み
る
。
藤
村
は
遅
筆
で
有
名
な
作
家
で
あ
る
。
原
稿
を
入
手
す
る
た
め
に
新
片
町
の
家
に
通
っ
た
文
章
世
界
の
編
集
者
は
わ
た
し
は
、
け
ふ
行
つ
て
、
あ
し
た
行
つ
て
、
三
日
目
に
ま
た
行
つ
て
、
や
は
り
題
と
署
名
と
だ
け
し
か
な
い
同
じ
原
稿
紙
を
前
に
端
然
と
し
て
ゐ
ら
れ
る
氏
を
見
て
、
黙
つ
て
お
辞
儀
を
し
て
帰
つ
て
来
た
こ
と
も
あ
つ
た
（
前
田
晁
文
章
世
界
の
こ
と
、
人
物
評
論
昭
８
・
・
１
）
と
書
い
て
い
る
。
飯
倉
片
町
時
代
に
通
っ
た
改
造
の
編
集
者
は
、
案
内
を
乞
う
と
、
主
人
自
ら
ハ
イ
と
答
え
て
あ
ら
わ
れ
、
下
げ
て
き
た
座
布
団
を
玄
関
の
上
り
が
ま
ち
に
敷
い
て
す
す
め
、
玄
関
に
キ
チ
ン
と
座
っ
て
用
件
を
物
静
か
に
聞
く
と
な
か
な
か
書
け
ま
せ
ん
の
で
…
…
と
ポ
ツ
ン
と
答
え
て
、
そ
の
あ
と
は
話
は
ま
っ
た
く
途
切
れ
て
し
ま
う
の
で
、
用
件
も
早
々
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
た
と
書
い
て
い
る
（
横
関
愛
造
思
い
出
の
作
家
た
ち
法
政
大
学
出
版
局
昭
・
・
５
）。
だ
か
ら
、
ど
の
雑
誌
に
も
め
つ
た
に
お
書
き
に
な
ら
な
い
先
生
が
、
即
日
夢
を
書
い
て
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
の
喜
び
、
そ
れ
は
編
輯
日
記
の
う
ち
の
最
も
嬉
し
か
つ
た
事
だ
と
存
じ
ま
す
（
編
輯
を
終
つ
─ ─
て
、
婦
人
之
友
大
・
５
・
１
）
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
再
掲
を
掲
げ
た
雑
誌
の
編
集
者
に
は
、
女
子
文
壇
女
性
時
代
の
河
井
醉
茗
、
自
由
教
育
の
山
本
鼎
、
婦
人
之
友
の
羽
仁
も
と
子
、
ア
ル
ス
新
聞
の
北
原
鉄
雄
（
白
秋
の
弟
）、
芸
術
解
放
の
山
崎
斌
、
と
藤
村
の
知
人
が
多
い
。
白
金
文
学
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
が
、
義
理
に
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
原
稿
が
再
掲
の
文
章
に
な
る
可
能
性
が
高
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
義
理
堅
い
と
も
い
え
る
が
、
藤
村
は
四
人
の
子
ど
も
を
筆
一
本
で
養
わ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
遅
筆
の
藤
村
に
と
っ
て
も
、
再
掲
は
苦
肉
の
策
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
再
掲
で
あ
っ
て
も
、
筆
跡
が
掲
載
さ
れ
る
場
合
は
、
書
と
し
て
新
た
な
価
値
が
付
与
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
藤
村
の
筆
跡
が
雑
誌
巻
頭
を
飾
る
こ
と
も
多
い
が
、
そ
れ
ら
は
つ
ね
に
崩
れ
の
な
い
楷
書
で
書
か
れ
て
い
る
。
柳
澤
健
が
万
年
筆
な
ぞ
と
い
ふ
拙
速
を
主
と
す
る
も
の
を
用
ひ
続
け
な
が
ら
、
一
つ
も
そ
れ
で
乱
さ
れ
て
ゐ
ぬ
彼
の
文
字
と
い
ふ
も
の
は
、
そ
の
ま
ゝ
に
彼
の
性
格
だ
つ
た
（
島
崎
藤
村
の
箇
性
、
新
潮
社
版
島
崎
藤
村
全
集
十
九
巻
附
録
藤
村
研
究
十
七
昭
・
）
と
書
い
て
い
る
。
藤
村
の
筆
跡
は
こ
の
通
り
に
受
け
取
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
筆
跡
の
掲
載
を
見
れ
ば
、
藤
村
は
自
ら
の
文
章
を
何
度
も
書
く
と
い
う
行
為
を
厭
わ
な
い
（
）こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
山
崎
斌
藤
村
の
歩
め
る
道
（
弘
文
社
大
・
７
・
）
に
掲
げ
ら
れ
た
藤
村
の
筆
跡
写
真
は
後
の
新
片
町
（
大
２
・
４
・
）
の
柚
湯
障
子
で
あ
り
、
柚
湯
は
冬
至
の
日
と
題
し
て
読
売
新
聞
（
昭
９
・
・
）
に
も
筆
跡
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
、
再
掲
で
な
く
と
も
、
藤
村
は
何
度
も
同
じ
文
章
を
別
の
作
品
に
書
き
込
む
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
詩
を
新
し
く
す
る
こ
と
は
、
私
に
取
つ
て
は
言
葉
を
新
し
く
す
る
と
同
じ
意
味
で
あ
つ
た
春
と
い
ふ
言
葉
一
つ
で
も
活
き
か
へ
つ
て
来
た
時
の
私
の
よ
ろ
こ
び
は
、
ど
ん
な
だ
つ
た
ら
う
旧
い
言
葉
を
壊
さ
う
と
す
る
の
は
無
駄
な
骨
折
だ
。
ほ
ん
た
う
に
自
分
等
の
言
葉
が
新
し
く
な
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
旧
い
言
葉
は
既
に
壊
れ
て
ゐ
る
な
ど
と
書
か
れ
た
春
を
待
ち
つ
ゝ
の
言
葉
は
、
異
同
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
文
に
最
終
段
落
を
加
筆
し
て
百
田
宗
治
鑑
賞
藤
村
詩
帖
（
昭
３
・
６
・
）
の
序
二
三
の
言
葉
と
な
り
、
こ
れ
が
市
井
に
あ
り
て
の
言
葉
の
術
一
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
春
を
待
ち
つ
ゝ
所
収
文
と
市
井
に
あ
り
て
所
収
文
は
最
終
の
四
文
以
外
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
文
章
は
現
代
詩
人
全
集
島
崎
藤
村
集
（
新
潮
文
庫
昭
・
８
）
自
伝
冒
頭
に
繰
り
返
さ
れ
、
こ
れ
が
私
の
処
女
詩
集
若
菜
集
の
出
発
点
で
あ
り
、
ま
た
私
の
踏
み
出
し
た
道
で
あ
る
と
書
か
れ
た
。
詩
歌
は
静
か
な
る
と
こ
ろ
に
て
想
ひ
起
し
た
る
感
動
な
り
と
か
や
（
藤
村
詩
集
序
明
・
９
）
と
記
し
、
詩
人
と
し
て
出
発
し
た
藤
村
に
と
っ
て
は
、
想
ひ
起
し
た
る
感
動
こ
そ
が
前
へ
踏
み
出
す
原
動
力
な
の
で
あ
ろ
う
。
改
訂
版
藤
村
詩
集
（
大
元
・
）
序
に
は
、
詩
集
を
作
っ
た
二
十
五
か
ら
二
十
九
歳
ま
で
私
は
幾
度
か
挫
折
し
た
り
、
落
胆
し
た
り
し
た
。
し
か
し
大
体
に
於
い
て
、自
分
の
取
つ
た
道
を
間
違
へ
な
か
つ
た
つ
も
り
だ
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
分
は
蹉
き
も
し
、
失
望
も
し
、
迷
ひ
も
し
た
。
し
か
し
大
体
に
於
い
て
彼
女
を
救
は
う
と
し
た
自
分
の
方
針
を
過
ま
ら
な
か
つ
─ ─
た
つ
も
り
だ
と
い
う
新
生
（
第
二
巻
大
８
・
刊
）
に
お
け
る
四
十
歳
代
の
主
人
公
の
言
葉
と
重
な
る
。
小
説
と
小
説
に
お
い
て
も
、
石
塚
友
二
氏
が
旧
主
人
（
明
・
）
と
奉
公
人
（
明
・
８
）
等
の
例
を
挙
げ
て
、
短
篇
の
一
部
分
を
、
他
の
短
篇
で
反
覆
し
た
り
、
長
篇
に
組
込
ん
だ
り
す
る
一
事
反
覆
が
最
も
藤
村
的
独
自
性
を
為
し
て
ゐ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
一
事
反
覆
全
集
三
巻
月
報
５
昭
・
１
）。
再
掲
は
、
自
ら
の
或
る
時
の
感
動
や
感
慨
、
思
考
に
立
ち
帰
り
立
ち
帰
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
へ
踏
み
出
そ
う
と
す
る
藤
村
の
特
質
に
合
っ
た
発
表
形
態
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
藤
村
が
意
図
的
に
同
文
を
掲
載
し
た
こ
と
の
わ
か
る
早
い
時
期
の
例
も
あ
る
。
新
片
町
よ
り
（
文
章
世
界
大
元
・
・
１
）
は
、
同
日
に
一
葉
女
史
論
と
し
て
、
末
尾
に
重
複
の
き
ら
ひ
は
あ
る
が
河
井
君
の
求
め
も
あ
り
女
の
読
者
に
も
読
ん
で
見
て
見
て
も
ら
ひ
た
い
と
思
つ
て
書
き
送
る
と
付
記
し
て
女
子
文
壇
に
も
掲
載
さ
れ
た
（
偶
像
の
破
壊
の
題
で
後
の
新
片
町
よ
り
に
収
録
）。
飯
倉
だ
よ
り
（
岩
波
講
座
日
本
文
学
附
録
文
学
昭
７
・
４
・
）
の
末
尾
に
は
、
大
井
廣
き
さ
ら
ぎ
（
立
命
館
出
版
部
昭
７
・
４
・
）
の
序
の
言
葉
に
と
書
き
つ
け
て
見
た
私
の
寝
言
で
は
あ
る
が
、
貴
誌
の
読
者
諸
君
に
も
読
ん
で
見
て
貰
ひ
た
い
と
思
つ
て
御
送
り
す
る
。
長
い
仕
事
の
支
度
が
ま
た
わ
た
し
を
待
つ
て
ゐ
る
の
で
、
こ
ゝ
に
は
思
ふ
こ
と
も
尽
せ
な
い
と
あ
る
（
長
い
仕
事
は
夜
明
け
前
。
こ
れ
は
桃
の
雫
交
通
の
変
革
が
持
ち
来
す
も
の
の
決
定
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
で
の
初
出
で
あ
る
。
こ
の
後
に
、
全
集
で
は
二
段
落
、
初
出
と
き
さ
ら
ぎ
に
は
全
集
未
収
の
四
段
落
が
あ
り
、
四
段
落
め
は
後
二
者
で
異
な
る
）。
生
活
上
の
必
要
や
時
間
の
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
別
の
雑
誌
の
読
者
に
も
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
を
藤
村
が
持
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
ろ
う
。
次
の
例
も
そ
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
長
尾
豊
低
学
年
教
材
の
や
さ
し
い
お
話
と
遊
戯
の
取
扱
ひ
（
昭
２
・
９
・
）
に
載
っ
た
藤
村
の
序
の
言
葉
に
は
、
好
い
童
話
は
言
葉
の
術
の
至
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
等
と
あ
る
。
こ
れ
は
童
話
に
つ
い
て
（
あ
る
人
の
た
め
に
書
い
た
最
近
の
自
分
の
言
葉
を
こ
ゝ
に
抄
録
す
る
）
二
・
九
・
二
二
と
題
し
て
再
掲
さ
れ
た（
初
等
教
育
研
究
雑
誌
小
学
校
昭
２
・
・
１
。
旧
知
、
長
尾
君
の
前
ま
で
）。
磁
石
は
常
に
南
を
指
す
（
長
尾
豊
君
や
さ
し
い
お
話
の
取
扱
の
序
）
の
題
で
市
井
に
あ
り
て
に
収
録
）。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
人
の
本
へ
の
序
文
が
交
通
の
変
革
が
持
ち
来
す
も
の
に
な
っ
た
り
、教
育
研
究
雑
誌
に
再
掲
さ
れ
た
り
、雑
誌
発
刊
の
餞
と
な
っ
た
り
す
る
、
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
い
つ
、
ど
こ
に
、
誰
に
書
い
た
文
章
に
も
な
り
得
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
普
遍
的
な
も
の
を
目
指
し
た
意
味
深
い
言
葉
で
あ
る
と
受
け
取
ら
れ
る
と
共
に
、
自
ら
の
思
考
や
感
慨
を
追
求
す
る
の
み
で
、
対
象
に
肉
迫
し
な
い
言
葉
で
あ
る
と
も
受
け
取
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
藤
村
の
感
想
集
の
特
徴
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
─ ─
結
び
藤
村
の
文
章
の
初
出
確
認
が
困
難
で
あ
る
理
由
は
、
近
い
時
期
の
再
掲
が
特
に
大
正
一
年
代
以
降
に
多
い
こ
と
、
題
名
が
内
容
と
一
致
す
る
と
は
限
ら
ず
、
別
題
名
の
同
文
や
同
題
名
の
別
文
が
か
な
り
あ
る
こ
と
、
感
想
集
の
章
が
複
数
ま
と
め
て
雑
誌
掲
載
さ
れ
て
い
た
り
、
逆
に
複
数
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
一
つ
の
章
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
集
の
誤
り
の
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
藤
村
の
文
章
は
、
新
聞
掲
載
文
や
序
文
の
再
掲
が
特
に
多
い
が
、
雑
誌
掲
載
文
や
単
行
本
所
収
文
の
再
掲
、
前
書
き
の
み
を
加
筆
し
た
再
掲
な
ど
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
文
章
が
近
い
時
期
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
掲
載
状
況
に
な
っ
た
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
側
が
新
し
く
執
筆
さ
れ
た
文
章
か
ど
う
か
を
さ
ほ
ど
問
題
に
す
る
こ
と
な
く
、
藤
村
の
文
章
を
載
せ
た
が
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
藤
村
の
文
章
を
掲
載
す
れ
ば
、
雑
誌
が
注
目
さ
れ
、
宣
伝
に
な
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
藤
村
の
文
章
を
掲
載
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
藤
村
の
俗
臭
か
ら
離
れ
た
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
付
い
て
、
雑
誌
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
こ
と
に
さ
え
な
っ
た
。
編
輯
後
記
に
書
か
れ
た
、
掲
載
を
感
謝
す
る
言
葉
や
藤
村
像
は
、
逆
に
藤
村
を
ど
う
と
ら
え
る
の
か
と
い
う
藤
村
像
を
規
定
、
強
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
藤
村
は
遅
筆
で
あ
り
、
藤
村
側
か
ら
い
え
ば
、
再
掲
は
ま
ず
は
、
四
人
の
子
供
た
ち
を
筆
一
本
で
養
う
生
活
や
、
連
載
小
説
の
執
筆
等
の
た
め
の
時
間
的
制
約
に
よ
る
。さ
ら
に
は
、幾
度
も
同
じ
と
こ
ろ
に
立
ち
帰
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
に
踏
み
出
そ
う
と
す
る
藤
村
の
特
質
と
、
再
掲
と
い
う
掲
載
状
況
が
合
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
再
掲
で
な
く
と
も
、
藤
村
は
繰
り
返
し
想
ひ
起
し
た
る
感
動
や
感
慨
、
思
考
や
事
実
を
何
度
も
描
き
、
同
じ
文
章
を
別
の
作
品
の
中
に
書
き
込
む
こ
と
を
厭
わ
な
い
。
再
掲
の
多
さ
と
い
う
掲
載
状
況
は
、
こ
の
よ
う
な
藤
村
的
特
徴
の
現
れ
で
あ
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
感
想
集
に
お
け
る
寝
言
二
三
の
事
実
夜
咄
身
の
ま
は
り
の
こ
と
と
い
っ
た
、
同
題
別
文
の
多
さ
も
、
自
身
の
身
の
ま
わ
り
か
ら
思
考
し
、
自
ら
の
感
慨
を
追
求
し
て
、
そ
れ
を
外
へ
延
ば
し
て
い
こ
う
と
す
る
特
徴
の
現
れ
と
い
え
よ
う
。
藤
村
全
集
の
誤
り
の
原
因
は
、
再
掲
で
あ
っ
て
も
藤
村
の
文
章
を
掲
載
し
た
い
出
版
側
の
思
惑
と
、
藤
村
側
の
生
活
や
執
筆
上
の
必
要
と
に
よ
る
再
掲
の
多
さ
に
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
自
ら
が
想
ひ
起
し
た
る
感
動
や
自
ら
の
体
験
や
思
考
を
、
誰
か
の
た
め
の
文
章
、
さ
ら
に
は
普
遍
的
な
も
の
に
お
し
ひ
ろ
げ
て
い
く
、
と
い
う
藤
村
の
文
章
の
特
徴
が
潜
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
〔
注
〕
（
１
）
全
集
別
巻
に
は
本
全
集
の
正
誤
そ
の
他
三
頁
が
付
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
こ
こ
に
記
載
の
な
い
ま
ま
年
表
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
。
島
崎
藤
村
全
集
筑
摩
全
集
類
聚
別
巻
島
崎
藤
村
年
譜
（
昭
・
１
）
で
訂
正
、
追
加
さ
れ
た
も
の
も
若
干
あ
る
が
、
本
稿
は
、
収
録
数
が
多
く
、
単
行
本
収
録
に
つ
い
て
記
載
の
あ
る
藤
村
全
集
を
も
と
に
す
る
。
─ ─
（
２
）
異
同
が
あ
っ
て
も
、
ほ
ぼ
同
じ
文
章
の
場
合
は
再
掲
と
記
す
。
な
お
、
仏
蘭
西
だ
よ
り
（
東
京
朝
日
新
聞
大
２
４
）
連
載
掲
載
日
の
細
か
い
相
違
、
山
陰
土
産
（
昭
２
・
７
・
８
・
朝
回
松
江
ま
で
）
等
、
全
集
で
大
阪
朝
日
新
聞
と
あ
る
が
東
京
朝
日
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
た
も
の
は
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
（
３
）
紹
介
論
文
等
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
１
三
好
行
雄
解
説
島
崎
藤
村
全
集
第
十
巻
筑
摩
全
集
類
聚
昭
・
）、
小
池
氏
前
掲
論
文
、
２
宮
嶋
一
郎
天
理
図
書
館
蔵
島
崎
藤
村
自
筆
本
書
誌
（
改
稿
）
（
島
崎
藤
村
研
究
昭
・
）、
３
拙
稿
馬
籠
藤
村
記
念
館
所
蔵
春
を
待
ち
つ
ゝ
稿
本
よ
り
（
東
海
地
域
文
化
研
究
平
７
・
７
）、
４
谷
口
優
美
筑
摩
書
房
版
藤
村
全
集
全
十
七
巻
別
巻
の
逸
文
（
関
西
大
学
国
文
学
会
国
文
学
平
６
・
６
）、
５
浦
西
和
彦
藤
村
全
集
逸
文
紹
介
（
島
崎
藤
村
研
究
平
３
・
９
）
（
４
）
十
七
巻
の
書
簡
、
、
、
、
、
、
、
、
１１４３
、
１２７０
に
は
、
雑
誌
掲
載
さ
れ
た
旨
の
注
が
な
い
。
（
５
）
島
崎
藤
村
研
究
風
雪
四
（
昭
・
）
に
、
出
典
記
載
な
く
紹
介
さ
れ
た
。
原
稿
末
尾
に
明
治
四
十
年
六
月
と
あ
る
。
（
６
）
四
日
夕
刻
か
ら
芝
三
縁
亭
で
日
本
ペ
ン
・
ク
ラ
ブ
主
催
で
行
わ
れ
た
藤
村
翁
夫
妻
の
歓
迎
会
に
つ
い
て
、
全
集
別
巻
ｐ
（
東
京
朝
日
新
聞
昭
・
３
・
４
）
に
は
、
勿
論
各
文
化
団
体
の
代
表
達
も
参
加
し
て
国
際
ペ
ン
大
会
代
表
の
た
め
に
杯
を
あ
げ
た
が
、
こ
の
日
藤
村
氏
の
第
十
四
回
国
際
ペ
ン
大
会
報
告
書
が
印
刷
さ
れ
て
会
員
に
配
布
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
藤
村
氏
は
、
一
方
に
は
国
際
連
盟
か
ら
退
き
な
が
ら
、
一
方
に
は
文
化
的
に
手
を
握
ら
う
と
す
る
こ
と
そ
れ
自
身
既
に
困
難
が
あ
つ
て
…
…
と
千
九
百
四
十
年
の
国
際
ペ
ン
大
会
日
本
招
致
に
つ
い
て
鋭
い
所
感
を
述
べ
て
ゐ
る
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
藤
村
翁
夫
妻
の
歓
迎
会
（
縮
刷
版
同
新
聞
昭
・
３
・
５
）
に
は
、
久
し
ぶ
り
で
洋
服
生
活
を
し
た
藤
村
氏
と
、
初
め
て
洋
装
の
旅
を
し
た
静
子
夫
人
と
が
、
す
つ
か
り
若
返
つ
た
元
気
さ
で
、
文
壇
そ
の
他
各
方
面
の
名
家
六
十
名
に
囲
ま
れ
て
詩
の
旅
の
お
土
産
話
を
語
り
、
賑
や
か
な
歓
談
尽
き
ぬ
春
宵
だ
つ
た
と
あ
り
、歓
迎
会
の
性
質
が
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
掲
げ
た
新
聞
の
日
付
は
、
復
刻
版
、
縮
刷
版
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
記
事
の
よ
う
に
新
聞
紙
の
版
に
よ
っ
て
は
別
の
日
付
と
な
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
な
お
、
聞
蔵
や
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
で
は
検
索
に
漏
れ
が
出
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
（
７
）
感
想
集
の
初
出
に
関
し
て
三
点
付
記
し
て
お
き
た
い
。年
表
の
明
治
四
二
年
四
月
五
・
六
日
毎
日
新
聞
新
聞
紙
の
傾
向
六
に
は
、
単
行
本
に
所
収
な
し
を
示
す
が
付
い
て
い
る
が
、
拾
遺
に
は
な
く
、
新
片
町
よ
り
所
収
新
聞
紙
の
傾
向
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
東
京
毎
日
新
聞
（
横
浜
毎
日
新
聞
）、
東
京
日
日
新
聞
、
大
阪
毎
日
新
聞
の
当
該
日
及
び
そ
の
前
後
に
は
掲
載
が
な
い
。ま
た
、全
集
解
題
に
初
出
と
あ
る
、
太
陽（
民
話
）（
日
─ ─
光
創
刊
号
大
・
４
・
１
）
に
は
、
春
を
待
ち
つ
ゝ
所
収
文
末
尾
に
あ
る
大
・
秋
は
無
い
。
ま
た
、
正
月
所
感
（
読
売
新
聞
昭
８
・
１
・
１
朝
）
は
、
桃
の
雫
昭
和
六
年
の
は
じ
め
に
十
三
巻
ｐ
後
３
行
の
初
出
の
可
能
性
が
あ
る
。
（
８
）
伊
藤
信
吉
島
崎
藤
村
の
文
学
出
版
を
め
ぐ
る
回
想
（
島
崎
藤
村
の
文
学
増
補
版
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
昭
・
８
）
に
、
は
じ
め
の
企
画
で
は
島
崎
藤
村
か
ら
も
序
文
を
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
た
の
だ
が
、
論
考
対
象
の
当
人
の
序
文
は
す
こ
し
お
か
し
い
、
自
分
の
書
を
上
げ
ま
し
ょ
う
と
い
う
藤
村
の
発
案
で
、
原
稿
紙
に
か
い
た
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
ふ
う
の
短
章
の
書
を
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
室
生
犀
星
の
序
が
あ
る
。
（
９
）
全
集
等
に
記
載
が
な
い
が
、
新
片
町
よ
り
（
佐
久
良
書
房
明
・
９
・
印
刷
９
・
発
行
）
と
は
別
に
、
新
片
町
だ
よ
り
（
春
陽
堂
。
表
紙
は
春
陽
堂
藤
村
詩
集
明
・
９
と
同
様
）
と
い
う
同
内
容
の
本
が
存
在
す
る
。
奥
付
に
は
、
明
・
９
・
初
版
印
刷
９
・
発
行
、
大
９
・
９
・
六
版
印
刷
９
・
発
行
、
９
・
七
版
発
行
、
９
・
八
版
発
行
、
等
と
あ
る
が
、
管
見
で
は
六
版
よ
り
前
の
現
物
に
遡
れ
な
い
。
（
）
彼
は
新
生
の
主
人
公
ほ
ど
老
獪
な
偽
善
者
に
出
会
つ
た
こ
と
は
な
か
つ
た
（
芥
川
龍
之
介
或
阿
呆
の
一
生
昭
２
・
６
・
の
日
付
の
あ
る
遺
稿
）
等
、
別
の
評
価
も
あ
っ
た
。
（
）
田
坂
文
穂
編
旧
制
中
等
教
育
国
語
科
教
科
書
内
容
索
引
（
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
昭
・
２
）
等
、
参
照
。
（
）
馬
籠
藤
村
記
念
館
や
天
理
図
書
館
所
蔵
の
自
筆
原
稿
に
お
い
て
、
藤
村
は
段
落
の
位
置
を
入
れ
替
え
る
際
に
も
繰
り
返
し
同
文
を
書
き
、
そ
の
文
字
は
文
章
の
差
し
替
え
、
書
き
直
し
部
分
の
ル
ビ
ま
で
崩
れ
の
な
い
楷
書
で
あ
る
。
﹇
付
記
﹈
本
稿
は
近
代
文
学
研
究
会
（
於
京
都
府
立
大
学
）
で
の
発
表
を
も
と
に
し
て
い
る
。
発
表
の
際
、
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
年
表
作
成
に
あ
た
っ
て
、
京
都
大
学
の
元
研
修
員
王
憶
雲
氏
、
博
士
後
期
課
程
浅
井
航
洋
氏
の
協
力
を
得
た
。
─ ─
